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令和 4 年 1 月 28 日（金） 

午 前 10 時 ～  時  分 

全 員 協 議 会 室 

 

【委 員】川上委員長、田畑副委員長 

沖田委員、串﨑委員、上野委員、布施委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議長団】 

【執行部】 

（産業経済部）佐々木産業経済部長、大驛商工労働課長、 

佐々木ふるさと寄附推進室長、永見水産振興課長 

（金 城 支 所）篠原金城支所長、河内産業建設課長 

（弥 栄 支 所）外浦弥栄支所長、三浦産業建設課長 

（三 隅 支 所）田城三隅支所長、小松防災自治課長 

（市民生活部）森脇市民生活部長、井上環境課カーボンニュートラル準備室長 

【事務局】近重書記 

 
議 題 

1. 執行部報告事項 

⑴ 浜田漁港高度衛生管理型 7 号荷さばき所への再生可能エネルギーの導入に

ついて 【環境課カーボンニュートラル準備室】 

⑵ 萩・石見空港の利用状況について 【商工労働課】 

⑶ ふるさと寄附について 【ふるさと寄附推進室】 

⑷ 漁業別水揚げについて 【水産振興課】 

⑸ リフレパークきんたの里給湯管の漏水による大規模修繕について  

 【金城支所産業建設課】 

⑹ 浜田市ふるさと体験村施設の検討状況等について【弥栄支所産業建設課】 

⑺ 石州和紙会館の指定管理について 【三隅支所防災自治課】 

⑻ その他 

 

2. その他 

 

3. はまだ議会だより読者アンケートに寄せられた意見等への対応協議について 

 

4. 委員会研修について（行政視察代替） 

 



浜田漁港高度衛生管理型７号荷さばき所への再生可能エネルギーの導入について 

 

１．主 旨 

 公共施設への再生可能エネルギーの導入を進めるため、浜田漁港高度衛生管理型 

７号荷さばき所の屋上を事業者に貸し出し、太陽光発電設備を設置・運用してもらい、

発電した電気を利用するオンサイト PPA 事業を実施するための事業者選定に取掛り

ます。 

 

２．オンサイト PPA 事業 

 PPA 事業とは、Power Purchase Agreement の略で電力販売契約と訳されます。 

 オンサイト PPA モデルとは、事業者が需要家の敷地内（オンサイト）に太陽光発電

設備を事業者の費用により設置し、所有・維持管理をした上で、発電設備で発電した

電気を需要家に供給することで利益を得る仕組みで、第三者所有モデルとも言われま

す。 

 

 

 

 

３．市のメリット 

 PPA 事業を活用して太陽光発電設備の設置費用や維持管理費をかけずに CO2を削減

すると共に安価な電力を調達できます。また、余剰電力が生じた場合は PPA 事業者に

よる周辺施設（山陰浜田港公設市場）等への電力供給が期待できます。 

 

４．事業者選定 

 PPA 事業者の選定にあたりましては、公募型プロポーザル方式を実施し、電力供給

事業の実績や事業の創意工夫あふれる提案を求めると共に地元企業優先の視点を持

ち選定委員会に諮りたいと考えています。 

 

５．その他 

 (1) PPA 事業者が設置費用や維持管理費用を負担すると共に国の補助金を直接受

けるため、浜田市が予算を計上する必要はありません。 

 (2) スケジュールは、2～3 月プロポーザル、4 月業者選定・契約、5 月補助金申

請、6月～設置工事、2月完成を予定しています。 

なお、半導体をはじめとした部品調達の都合で完成が遅れる可能性があります。 

令 和 4 年 1 月 27 日 

福祉環境委員会資料 

市 民 生 活 部 

カーボンニュートラル準備室 

７号荷さばき所 発電事業者 

太陽光発電設備 

設置・運用・保守 
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令 和 4 年 1 月 28 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

市 民 生 活 部 

カーボンニュートラル準備室 



       

萩・石見空港の利用状況について 

 

1 令和 3 年度萩・石見空港の搭乗実績について 

令和 3年 12 月末の搭乗実績は 24,204 席で、前年同月比 21,281 席に対して 2,923 席の増加と

なりました。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響で緊急事態宣言等による欠

航・減便が続いており、搭乗者数は低く推移しています。 

 提供席数 搭乗者数 搭乗率 
 

R2 搭乗率 R1 搭乗率 

第 1四半期（4月-6 月） 25,476 席 4,649 席 18.2％ 12.4％ 57.6％ 

第 2 四半期（7月-9 月） 24,236 席 6,205 席 25.6％ 
 

22.2％ 64.8％ 

第 3 四半期（10 月-12 月） 33,500 席 13,350 席 39.9％ 
 

42.8％ 63.6％ 

第 4 四半期（1月-3 月） - - -  20.9％ 43.0％ 

合 計 83,212席 24,204席 29.1％ 
 

26.7％ 57.4％ 

 

 

2 今後の運航状況及び羽田発着枠政策コンテストの配分期間の延長について 

新型コロナウイルスの影響に伴い運休・減便が続いておりましたが、ANA より運航計画が発

表され、昨年 12 月 24 日から令和 4年 1月末までの間は、2便運航する予定となっております。 

また、国土交通省から「羽田発着枠政策コンテスト」の配分期間について、新型コロナウイル

スの影響による需要激減を踏まえ、延長の連絡がありました。 

 配分期間 その後検証（審査）により取扱いを決定される期間 

変更前 令和 2年 10 月から令和 5年 3月 令和 5年 3月から令和 7年 3月（2年間） 

変更後 令和 2年 10 月から令和 5年 10 月 令和 5年 10 月から令和 7年 3月（1年 5 ｹ月） 

 

3 令和 3 年度下期の取組みについて 

  新型コロナウイルスの影響に伴い団体旅行から個人旅行にシフトしていく中、次期羽田発着枠

政策コンテストに向け、萩・石見空港利用拡大促進協議会の取組みを強化していきます。 

  【具体的な取組み】 

   ・萩・石見空港ホームページ内に情報発信カテゴリーを新設 

   ・メールマガジン会員向けスポット助成の実施ほか個人旅行者への助成拡大 

   ・首都圏向け冊子媒体「HAGI・IWAMI TABI」の発行、WEB 広告による情報発信の強化 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R1搭乗者数 11,039 12,389 11,308 11,042 15,875 14,913 13,059 13,461 11,874 10,911 10,015 4,803

R2搭乗者数 780 373 1,131 1,806 2,201 2,249 3,122 5,317 4,302 1,290 502 1,264

R3搭乗者数 1,853 1,465 1,331 1,675 2,540 1,990 2,893 4,434 6,023
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産業経済部商工労働課 



 
 
 

ふるさと寄附について 

 

 

○年度別実績及び累計額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和3年12月31日現在 

令 和 4 年 1 月 2 8 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部ふるさと寄附推進室  

1 令和3年度累計寄附額 11億697万3千円（対前年同⽉⽐103.2％） 

    
    

 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

■メルマガ配信 
12月に10回の配信を⾏い、「コラボ定期便」、

「あとからゆっくりプラン」、「リピーターが多い 
お礼の品特集」や「先⾏予約のお品のご紹介」など、
お品選びに役⽴つメニューをご案内し、ふるさと寄附
のPRを⾏いました。 
 

8月27日から、ふるさと
納税ポータルサイト「さと
ふる」に参加し、寄附受付
を開始しました。 

▲リピーターに愛されているお品を 
カテゴリー別にご紹介 

▲パーティグルメと贈られてうれしい 
ギフトをご紹介 

▲浜田の美味しいお鍋の食材をご紹介 

寄附受付サイトを追加  特産品ランキング（12⽉） 

 リピーター対策／特集・メルマガ配信 

▲都心で浜田を堪能できるお食事プラン
をご紹介 

2 ふるさと寄附トピックス 

順位 品　　　　名

1 のどぐろ⼲物(4〜5枚 計600ｇ 20〜22ｃｍ前後)

2  (⼤⼈気︕)のどぐろ⼀夜⼲し

3 浜田市産ポーク　しゃぶしゃぶ用　合計1.2ｋｇ

4 こだわり⼲物「特⼤のどぐろ⼀夜⼲し」（3〜5尾）

5 特⼤のどぐろ【⼀夜⼲し】

6 ≪1口・1,000円≫島根県浜田市ポイントをためる

7  【訳あり・増量】⼭陰沖産⽳⼦つめ合わせセット

8 豪華︕⽇本海産のサザエ・あわびセット

9 ⼭陰浜田港 天然あんこう鍋セット3〜4⼈前

10 絶品︕旨とろ　のどぐろ

11 この男の目利き︕〜浜田の旨い鮮⿂3回お届けコース〜

12 浜田で生産・加工したハム・ベーコン・ソーセージ詰め合わせ

13 「のどぐろ(超特⼤)」(3尾入)

14 美味しいお⿂4種盛り　★訳あり品付いています★

15 ⼭陰浜田「のどぐろ」煮付け・塩焼き用(3〜5尾・600ｇ)

令和3年12月の特産品申込み数ランキング 



割合 件数 品数

1 のどぐろ関連 44.47% 23,465件 121品

2 水産物 15.33% 8,089件 107品

3 肉・卵・ぎょうざ 7.59% 4,003件 45品

4 お米・パン 6.32% 3,336件 102品

5 鍋セット 5.48% 2,890件 17品

6 加工食品・料理 5.14% 2,712件 88品

7 飲料・コーヒー 4.24% 2,237件 36品

8 チャレンジ応援品（※1） 3.56% 1,876件 4品

9 野菜、果物 2.30% 1,216件 26品

10 あとからゆっくり特産品を選べるプラン 1.68% 887件 8品

11 関東・関西お食事プラン 1.18% 622件 14品

12 スイーツ 1.08% 571件 24品

13 お酒 0.65% 345件 25品

14 バラエティー定期便 0.63% 335件 17品

15 その他 0.19% 99件 15品

16 工芸品 0.11% 56件 11品

17 石見神楽関連・グッズ 0.04% 20件 11品

18 レジャー体験 0.02% 8件 2品

100.00% 52,767件 673品

1,415,097,818

※1： チャレンジ応援品と䛿…

※2： 割合䛿小数第2位を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

・補助の対象となる基準（減収率や在庫など）に伴い証明書類も必要であり

順位

　寄附の募集期間も１ケ月間のみの規定があります。

　農林水産省の補助事業を活用した、返礼率が寄附額の約6割となるお得な品です。

合計

・新型コロナウイルスの影響で被害を受けた生産者を助けるために作られた、

特産品申込み

令 和 4 年 1 月 28 日
浜 田 市 産 業 経 済 部
ふ る さ と 寄 附 推 進 室

特産品カテゴリー

令和3年度4月～12月 特産品カテゴリー別 申込件数ランキング

（※2）



　　　

　　

令 和 4 年 1 月 28 日
産業建設委員会資料№1
産業経済部水産振興課

【大中型まき網漁業】 水揚量：320トン（前年比527％）
水揚金額：8,729万円（前年比535％）

☆ブリ
〈R2.12〉4.6トン・平均単価656円/kg ⇒ 〈R3.12〉128トン・平均単価314円/kg

☆マアジ

〈R2.12〉25トン・平均単価278円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉75トン・平均単価290円/kg

☆サバ（マサバ以外）

〈R2.12〉2.4トン・平均単価115円/kg ⇒ 〈R3.12〉28トン・平均単価147円/kg

◆昨年同月よりブリ・マアジ・サバ類の水揚げが増加したため、全体水揚量・

金額ともに増加した。

【地元沖合底びき網漁業】 水揚量：279トン（前年比88%)

水揚金額：1億6,076万円（前年比88%）

☆ノドグロ（メッキン除く）

〈R2.12〉0.6トン・平均単価5,799円/kg ⇒ 〈R3.12〉1.6トン・平均単価4,909円/kg

☆アマダイ

〈R2.12〉3.3トン・平均単価1,164円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉3.7トン・平均単価1,927円/㎏

☆ヤリイカ

〈R2.12〉40トン・平均単価759円/kg ⇒ 〈R3.12〉0.8トン・平均単価895円/kg

☆アンコウ

〈R2.12〉16トン・平均単価1,861円/kg ⇒ 〈R3.12〉15トン・平均単価1,091円/kg

◆昨年同月よりノドグロ・アマダイの水揚げは増加したが、ヤリイカ・アンコウの

水揚げが減少したため、全体水揚量・金額ともに減少した。
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60億円ライン

◆全体状況◆ 水揚量：775トン（前年比：143％、＋232トン） 水揚金額：3億3,480万円（前年比：116％、＋4,616万円）

〈令和3年12月〉漁業別水揚げについて

R2累計36.8億

R3累計37.4億

(前年比102%)

【地元中型まき網漁業】 水揚量：143トン（前年比128％）
水揚金額：2,637万円（前年比112％）

☆マサバ

〈R2.12〉19トン・平均単価115円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉67トン・平均単価101円/kg

☆マアジ

〈R2.12〉53トン・平均単価251円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉63トン・平均単価262円/kg
☆サワラ

〈R2.12〉22トン・平均単価234円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉1.6トン・平均単価538円/kg

◆昨年同月よりサワラの水揚げは減少したが、マサバ・マアジの水揚げが増

加したため、全体水揚量・金額ともに増加した。

【小型いか釣（5トン以上）】 水揚量：0.7トン（前年比796％）
水揚金額：162万円（前年比1,044％）

☆ケンサキイカ

〈R2.12〉0.02トン・平均単価2,399円/㎏ ⇒ 〈R3.12〉0.5トン・平均単価2,735円/㎏

☆スルメイカ

〈R2.12〉0トン ⇒ 〈R3.12〉0.01トン・平均単価720円/㎏

◆昨年同月よりケンサキイカ・スルメイカの水揚げが増加したため、全体水揚量・
金額ともに増加した。



令和2年　令和3年　漁業別水揚げ比較表
12月 1月～12月累計

漁 業 種 類 年 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込） 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込）
01 2 315,466.0 169,673,014 183,246,879 2,723,544.4 1,367,329,140 1,476,715,814

沖合底曳網（地元船） 3 279,011.5 148,851,532 160,759,693 2,394,136.9 1,390,364,015 1,501,593,514

02 2 0.0 0 0 0.0 0 0

沖合底曳網（地元外） 3 0.0 0 0 0.0 0 0

03 2 122.0 14,050 15,174 122.0 14,050 15,174

小 型 底 曳 網 3 0.0 0 0 0.0 0 0

04 2 60,770.5 15,099,138 16,307,071 3,329,975.5 710,970,608 767,848,263

大 中 型 旋 網 3 320,010.0 80,823,992 87,289,911 3,784,907.0 568,905,772 614,418,243

05 2 112,035.5 21,795,639 23,539,293 1,990,991.8 440,644,162 475,895,700

中型 旋網（地元船） 3 143,028.9 24,420,082 26,373,687 2,440,838.4 386,446,962 417,362,703

06 2 0.0 0 0 814,925.0 226,079,821 244,166,203

中型 旋網（地元外） 3 0.0 0 0 2,660,708.5 482,221,828 520,799,577

07 2 82.5 143,430 154,904 33,168.5 33,134,820 35,785,606

小型いか釣（5ｔ以上） 3 657.0 1,498,050 1,617,894 152,052.0 127,116,240 137,285,545

08 2 8.0 11,700 12,636 1,524.0 1,004,200 1,084,536

い か 釣 （ 5 ｔ 未 満） 3 236.0 560,900 605,772 3,577.0 5,361,310 5,790,215

09 2 9,674.9 2,285,879 2,468,753 229,876.4 78,128,329 84,378,688

大 型 定 置 網 3 9,028.3 1,686,515 1,821,437 282,009.6 60,304,836 65,129,232

10 2 37.0 128,500 138,780 21,182.0 9,411,191 10,164,101

小 型 定 置 網 3 0.0 0 0 15,028.5 3,269,933 3,531,530

11 2 0.0 0 0 0.0 0 0

し い ら 網 3 0.0 0 0 0.0 0 0

12 2 1,042.0 3,686,159 3,981,056 47,439.7 41,132,784 44,423,413

一 本 釣 （ 浜 田 ） 3 1,223.4 4,916,130 5,309,421 48,289.4 35,393,648 38,225,137

13 2 323.5 687,134 742,103 8,723.0 13,315,528 14,380,762

一 本 釣 （ 国 府 ） 3 545.3 2,254,730 2,435,106 19,233.7 15,678,813 16,933,127

14 2 1,029.8 593,520 641,006 28,085.0 14,736,788 15,915,754

一 本 釣 （ 長 浜 ） 3 1,147.1 1,783,860 1,926,569 18,584.8 16,731,762 18,070,325

15 2 138.5 398,280 430,142 12,365.3 8,662,483 9,355,482

一 本 釣 （ 津 摩 ） 3 677.4 805,620 870,068 10,994.3 12,477,255 13,475,434

16 2 1,087.1 1,283,220 1,385,878 25,300.7 14,514,750 15,675,931

一 本 釣 （ 三 隅 ） 3 972.0 411,660 444,596 19,293.7 13,145,785 14,197,459

17 2 2,109.1 1,133,180 1,223,829 37,567.3 25,247,241 27,267,019

一 本 釣 （ 江 津 ） 3 631.5 814,110 879,239 38,967.9 22,732,649 24,551,300

18 2 739.0 404,100 436,428 66,776.9 24,342,511 26,289,941

近 隣 支 所 3 84.0 110,120 118,930 26,738.6 15,955,937 17,232,421

19 2 33.8 31,090 33,577 5,597.8 2,544,924 2,748,507

そ の 他 3 74.5 72,940 78,776 2,730.2 2,461,452 2,658,371

20 2 37,733.8 49,892,157 53,883,528 280,285.7 391,734,547 423,073,395

陸 送 3 17,275.4 40,989,565 44,268,731 187,809.8 302,919,416 327,153,024

2 542,433.0 267,260,190 288,641,037 9,657,451.0 3,402,947,877 3,675,184,289

合 計 3 774,602.3 309,999,806 334,799,830 12,105,900.3 3,461,487,613 3,738,407,157

232,169.3 42,739,616 46,158,793 2,448,449.3 58,539,736 63,222,868

142.8 116.0 125.4 101.7

前 年 と の 増 減

220.4 234.6 48.8 96.7

45.8 82.2 67.0 77.3

29.9 71.8 103.7 90.0

11.4 27.3 40.0 65.5

489.1 202.3 88.9 144.0

89.4 32.1 76.3 90.6

168.6 328.1 220.5 117.7

111.4 300.6 66.2 113.5

‐ ‐ ‐ ‐

117.4 133.4 101.8 86.0

93.3 73.8 122.7 77.2

‐ ‐ 70.9 34.7

796.4 1,044.4 458.4 383.6

2,950.0 4,794.0 234.7 533.9

127.7 112.0 122.6 87.7

- - 326.5 213.3

‐ ‐ ‐ ‐

526.6 535.3 113.7 80.0

‐ ‐ ‐ ‐

令 和 4 年 1 月 28 日
産 業 建 設 委 員 会 資 料 № 2
産 業 経 済 部 水 産 振 興 課

88.4 87.7 87.9 101.7
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令 和 4 年 1 月 28 日

産業建設委員会資料No.3

産業経済部水産振興課
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地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

5,799円
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令 和 4 年 1 月 28 日

産業建設委員会資料No.4

産業経済部水産振興課
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R2水揚量 R3水揚量 R2単価 R3単価

1,861円

地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

533円

1,091円
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令 和 4 年 1 月 28 日

産業建設委員会資料No.5

産業経済部水産振興課

0

100

200

300

400

500

600

700

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

地元中型船 マアジ水揚量・単価推移

R2水揚量 R3水揚量 R2単価 R3単価

262円

251円

地元中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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114円
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令 和 4 年 1 月 28 日

産業建設委員会資料No.6

産業経済部水産振興課

0

100

200

300

400

500

600

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

大中型船 マアジ水揚量・単価推移

R2水揚量 R3水揚量 R2単価 R3単価

290円

0

50

100

150

200

250

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

大中型船 サバ類 水揚量・単価推移

R2水揚量 R3水揚量 R2単価 R3単価

155円

大中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

278円

212円



令 和 4 年 1 月 28 日

産業建設委員会資料No.7

産業経済部水産振興課
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リフレパークきんたの里給湯管の漏水による大規模修繕について 

 

リフレパークきんたの里において漏水が発生し、応急修繕を行いまし

たが、大規模な緊急修繕が必要となったため、以下のとおり報告いたしま

す。 

 

1 漏水の発生概要 

 ⑴ 発生日時  令和 3 年 12 月 9 日（木） 

 ⑵ 発生場所  浜田市金城町七条 

         リフレパークきんたの里 浴場地下ピット内 

 ⑶ 発生箇所  ①給湯管（銅管） 2 箇所 

         ②給水管（塩ビ管）1 箇所 

 ⑷ 発生状況   浴場付近にあるボイラー室内において、壁面から

の水の染み出しと水溜りができていることを施設従

業員が発見し、浴場地下ピットを点検したところピ

ット内に 50 ㎝程度水が溜まっているのを確認。 

 ⑸ 緊急対応   漏水している 3 箇所について、12 月 15 日に応急修

繕を実施し、併せて管路全体の調査を実施。 

 

2 大規模修繕の必要性 

 12 月 20 日に管路全体の調査結果を受け、新たな漏水が発生すると施設

運営に支障をきたすほか、施設利用者や市民にも影響が出る可能性があ

ることから、大規模な修繕が必要と判断いたしました。 

 調査結果の概要 

 ⑴ 給湯管全体の劣化が著しく、応急修繕を実施した箇所以外で次々

と新たな漏水が発生する可能性があり、給湯管を吊っている支持金

物についても腐食しており、給湯管が脱落する可能性がある。 

 ⑵ 浴場地下ピット内には、電気系統の配管も配置されており、漏水に

より電気系統がショートする可能性がある。 

 

3 大規模修繕について 

12 月 27 日に予備費を充用して給湯管漏水修繕工事を発注しました。 

 ⑴ 契 約 額：4,251,085 円（税込み） 

 ⑵ 工事予定日：2 月 15 日（火）～2 月 25 日（金） 

のうち 6 日間程度（水抜き、通水テスト含む） 

令 和 4 年 1 月 28 日 

産業建設委員会資料 

金城支所産業建設課 



修繕の概要 

 
 

 

←塩化  

ビニール管  

３ｍ  

修繕箇所配管  

（φ 40、φ 30、φ 25、φ 20） 

全長 83m 

大 規 模 修 繕 す る 箇 所  

応 急 修 繕 箇 所  

←銅管  

ボイラー室  

点検口  



 

 

 

 

浜田市ふるさと体験村施設の検討状況等について 

 

 

浜田市ふるさと体験村施設の活用につきましては、令和 4 年 3 月議会において関

連議案を上程する予定で補助事業の活用等の検討を進めて参りました。その検討状況

について、下記のとおり報告します。 

 

1 施設改修費に係る補助事業の活用について 

施設改修費の約 3,000 万円について、市費の負担を軽減するため国補助事業を

申請する予定としています。 

ア 活 用 事 業  農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策） 

イ 実 施 主 体  浜田市 

ウ 補助対象経費  約 2,000 万円 

エ 交 付 見 込 額  約 1,000 万円【対象経費の１／２】 

 

 

2 外部専門家による支援について 

地元団体による運営について、より良いものとするため、豊富な経験とノウハ

ウを持っている外部専門家によるサポートを受けることを検討しています。 

ア サポート企業  ㈱ジェイアール東日本企画 

イ 支 援 内 容  運営計画のブラッシュアップ 

運営計画に掲げた取組の具現化に向けた支援等 

ウ 費 用  地元団体において負担 

※国補助事業の活用を検討 

         ※国補助は、市を経由せず地元団体に直接交付となる 

 

 

3 今後のスケジュール（現時点での予定）  

令和 4 年  2 月 関連議案（条例改正、債務負担行為、施設改修費）の上程 

4 月 指定管理仮協定の締結 

6 月 指定管理者の指定議決 

令和 5 年  2 月 当初予算議案（指定管理料）の上程 

4 月 施設再開 

 

令 和 4 年 1 月 2 8 日 
議会産業建設委員会資料 
弥 栄 支 所 産 業 建 設 課 



 

 

石州和紙会館の指定管理について 

 

 

１．石州和紙会館の目的・必要性 

・国の重要無形文化財の登録、ユネスコ無形文化遺産に登録された石州半紙（和紙）の手す

き技術・文化の伝承を図り、和紙産地として市内をはじめ全国に情報発信及び普及を推進

するための重要な拠点施設である。 

  ・和紙会館の設置している設備は、各和紙事業者や小中学生のふるさと教育等において必要

な機能であり、施設の維持管理は重要である。 

 

２．施設管理状況 

平成 20 年 10 月 施設オープン（平成 21年 3 月までの半年間は直営管理） 

平成 21 年 4 月  指定管理開始（指名：石州半紙技術者会） 

平成 27 年 10 月 指定管理者である石州半紙技術者会より指定管理業務の取消しの申出 

平成 28 年 4 月 直営管理開始（指定管理者制度の再導入を検討） 

 

３．これまでの協議・検討状況 

・平成 28年 4月の直営管理以降、指名による業者選定として指定管理を想定する事業者（三

隅町内で石州和紙の商品制作に携わる事業者）と協議。 

・令和 2 年 4 月からの指定管理開始を目標としていたが、想定する事業者が指定管理を受け

る体制が整わないことを確認。 

・平成 30 年 11 月の指定管理者制度推進本部会議にて、施設の維持管理のみを対象に公募に

よる指定管理とすることを方針決定。検討を開始。 

※施設の専門性の観点から公募とすることが難しく、直営を継続しながら、指名も含

め検討。 

・令和 3 年 4 月、施設の専門性等を考慮した相手方と、指名による指定管理について協議を

開始。 

・令和 3年 7月、指定管理者制度推進本部会議にて、これまでの検討経過を報告。 

・令和 3年 10月、指定管理者制度推進本部会議にて、令和 5年 4月から指名による指定管理

とすることを方針決定。 

 

 ４．今後の取り組み予定 

  ・今後の予定 

   令和 4年 3月 令和 4年度当初予算にて、債務負担行為の要求 

   令和 4年 12 月 指定管理者指定の議案提出 

   令和 5年 4月 指定管理の開始 

令 和 4 年 1 月 2 8 日 

議 会 産 業 建 設 委 員 会 資 料 

三 隅 支 所 防 災 自 治 課 



 

有機米の産地づくりに関する連携協定の締結について 

 

島根県と浜田市、井関農機株式会社は、地域農業の活性化という共通理念

の下、「持続可能な発展のための有機米の産地づくりに関する連携協定」を締

結します。 

 

1 連携協定の目的 

民間企業と行政、農業者が連携してスマート農業及び有機米生産の実証

栽培に取り組み、高品質な有機米栽培技術の確立や、省力化、低コスト化

を図る事により、有機米の産地づくりを目指す。 

 

2 連携事項 

(1) スマート農業技術を活用した有機米の生産技術の確立に関すること 

(2) 有機米生産の省力化･低コスト化に関すること 

(3) 有機米の生産技術の普及に関すること 

(4) 有機米の流通･販売体制の確立に関すること 

(5) 有機米産地をけん引する経営体の確保・育成に関すること 

(6) 有機米の産地が持続し発展するために必要な後継者育成に関すること 

 

3 締結式 

(1) 日 時：令和 4 年 2 月 1 日（火）15：30～16：00 

(2) 会 場：島根県庁 6 階 603 会議室 

 (3) 出席者：井関農機株式会社 代表取締役社長執行役員 冨安 司郎 

             島根県            知事                    丸山 達也 

             浜田市            市長                    久保田 章市 

 

 

令和 4 年 1 月 2 8 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

産業経済部農林振興課 





読者アンケート Vol.63 に寄せられた意見等対応報告 

総務文教委員会 

意見 対応経過及び結果 

浜田市スポーツ宣言都市 スポーツを通じて地域を元気

に 

浜田市民＝幼児から高齢者 

この浜田市のスポーツ施設の老朽化が目立ちます。公共施

設は、高額な利用料を徴収する施設ではなく、いつでも、

どこでも、だれでもが、利用しやすい料金で、浜田市民の

ための施設です。 

この未来ある子どもたちのためにも、議員の皆様がしっか

り目を開いて、お金、予算がない！ではなく、どうしたら

できるかを生み出してほしいです。 

そのためには、いろいろな課題があると思いますが、既存

の施設を活かし、廃止することも必要なため、浜田市民の

ためにぜひ改革をよろしくお願いします。 

 

命を守り、誰もが幸せに生きることができる浜田市にして

ほしいです。 
 

第一には、郷土資料館の新築反対を述べたい。既存の建物

等の補修をした方が良いのでは？ 

コロナ禍で住みにくい世の中となっています。浜田におい

ては、都会よりは良かったのではと思いました。 

 

SDGs を題した議会だより、三浦議員になられ良くなった

と思います。 

2030 年までに、持続可能な浜田市のためによろしくお願

いします。 

浜田市小中学校の水泳授業時間の確保陳情も拝見しまし

た。スポーツ施設は上記のような状況です。学校授業で使

う、プール備品も老朽化し、直しながら利用しています。

未来ある子どもたちのためによろしくお願いします。 

 

歴史資料館計画凍結との新聞報道に安堵しました。議会の

取組に感謝です。郷土資料館の老朽化は何とかしないとい

けないと思っています。私は浜田城を再建してその一角を

資料館にできないものかと思っています。もちろん多大な

資金を要すとは思いますが市民誰もが浜田市のシンボル

ととらえリピーターも格段に増えてくると思います。どう

かご検討を。 

 

駅前だけではありません。町中も人通りはありません。 

新しく建てるだけでなく空き家の利用を考えたら？（岩多

屋の意見より） 

 

 



読者アンケート Vol.63 に寄せられた意見等対応報告 

福祉環境委員会 

意見 対応経過及び結果 

浜田の空気を綺麗にしてほしいです。工場の煙や車の排気

ガスなどの臭いが気になります。 
 

市長選では浜田が変わると思って期待をしていたが、これ

からも変わらず悪くなる一方だと周りは言っている。 

子育てをしているが、浜田市は子育てしにくい町だと県外

の友人から言われる。 

浜田はなにをやっても出遅れている。 

隣の益田市にかなり負けている。だから若い人たちが浜田

に住まないし、少子化になるのだと思う。もっと浜田をよ

くしようと考えているのなら市民の声を聞くべき。本当に

子育てがしにくく、住みにくい町だなとつくづく思う。 

 

隣の益田市では、若者が好きなお店や子供服が売ってある

お店もたくさんあるが、浜田市には全くない。それでよく

少子化と言っている議員がいるが矛盾しているように思

える。 

子育て世代をもっと支援するべきだと思う。子供と一緒に

遊べるところもないのでそういったものも作ってほしい。

（遊具がたくさんある公園や施設など） 

若者にこの町に住んでもらいたいと思うなら、そういった

お店を作るべきではないのか。歴史資料館なんてもっての

ほか。そんなものを建てたところで観光客が来るわけでも

ないし、若者が住みたいと思えない。歴史資料館は絶対反

対。議員の方々にはもっと地域に目を向けた活動をしてい

ってほしい。 

 

中学生までの子どもや母子家庭等にはかなりの税金が使

われ、一人暮らしには何もサポート、助成がないと感じて

います。浜田市の税金の使い方を検討していただきたいで

す。 

市長、議員さんにおかれましては全力で浜田市をよい町に

していただきたいです。 

市政を問うのページにメンタル不調を増やさない仕組み

づくりと書かれていました。原因除去について市役所内の

ある課長に要望しましたが、自分のところではやってない

からととりあってもらえませんでした。誰もが働きやすい

環境を作ることが浜田を元気にすることになると思いま

す。慣例にとらわれず、改革を進めてほしいです。 

 

 

 



読者アンケート Vol.63 に寄せられた意見等対応報告 

産業建設委員会 

意見 対応経過及び結果 

隣の益田市では、若者が好きなお店や子供服が売ってある

お店もたくさんあるが、浜田市には全くない。それでよく

少子化と言っている議員がいるが矛盾しているように思

える。 

子育て世代をもっと支援するべきだと思う。子供と一緒に

遊べるところもないのでそういったものも作ってほしい。

（遊具がたくさんある公園や施設など） 

若者にこの町に住んでもらいたいと思うなら、そういった

お店を作るべきではないのか。歴史資料館なんてもっての

ほか。そんなものを建てたところで観光客が来るわけでも

ないし、若者が住みたいと思えない。歴史資料館は絶対反

対。議員の方々にはもっと地域に目を向けた活動をしてい

ってほしい。 

 

 

 

 

 

  



読者アンケート Vol.63 に寄せられた意見等対応報告 

議会運営委員会 

意見 対応経過及び結果 

議員さんも変わり新しい方もおられるが、特に期待はして

いない。議員の仕事は何をしているのかさっぱり分からな

い。 

選挙の時だけ必死で、選挙に当選すれば偉そうにしている

議員がいる。浜田を変えようと思っていても残念ながら変

わらないのが浜田市。 

 

議員がもっと動いて市民の声をしっかりと聞くべきだと

思う。市民に寄り添った活動をしていかないと浜田市は落

ち込む一方だと思う。選挙の時だけ必死になっていてもダ

メ。 

市長選では浜田市が変わるチャンスだと期待していたが、

結局変わらなかったので特に期待はしていない。 

これからはもっと魅力ある活動をしていってほしいと思

う。 

 

この読者アンケートにも見られるように市民の少ない小

さな意見にも耳を傾ける活動をしてほしい。 
 

議員は地域の代表ですが、そのことだけにとらわれず、未

来の浜田の全体像をイメージして市政にあたってもらい

たい。あまりにも井戸端会議的である。 

議会で「おかしい」と思える事があれば、意見（反対の裏

付けと、それに替わる対応案）を明確にできる議会であっ

てほしい。忖度はダメ。 

 

新メンバーに期待します。 

高齢化、人口減は仕方ありません。それでも住みやすい町

をと思っています。 

新しい発想でやってみてください。 

本当に市民の声を聞いているのでしょうか。資料館、民意

は反対です。 

 

市民は市政を見ています。数人集まれば市政に対して意見

を言い合います。 

議員は各町、村に行き、地元の現状を把握し、精査されて

議会で反映すべき。 

他の市などを勉強し、浜田でどう生かされるか、議員の力

量が問われています。 

 

 

 

 

 



読者アンケート Vol.63 に寄せられた意見等対応報告 

 

議会広報広聴委員会 

意見 対応経過及び結果 

前回アンケートでマスク姿の写真はやめるようお

願いしましたが、今回は人格が見え大変良かったと

思います。表紙についても大変良いと思いました。 

 

今月の議会だよりの表紙は都会的でモダンだった。

目を引いた。表紙の説明を読んで納得した。これか

らもクリエイティブな装丁を期待しています。 

 

 


